
野口英世は明治32年6月21日に長浜検疫所に着任‼

上記手紙の書下文

出展：「野口英世書簡集Ⅳ」平成18年5月21日発行 野口英世記念館

横浜海港検疫所（長浜検疫所）の開設日、所長・検疫官・検疫医官・

検疫官補・検疫医官補・調剤手・書記の職制、所長・検疫官・検疫医官

の人事は当時の官報に掲載され、明確になっている。

しかし、検疫官補・検疫医官補・調剤手・書記につては官報に掲載が

無い。長浜検疫所に赴任した野口英世は検疫医官補であったため、任

用日や赴任日を明確に裏付ける史料が見つかっていなかった。

長年この裏付け史料を追い求めていた中村澄夫氏（野口英世よこは

ま顕彰会副理事長）によって2006年に発見された右の手紙（野口英世

が恩師である小林 栄に検疫医官補に任用と赴任を報告）によって、明

治32年6月16日に辞令を受け、6月21日に長浜検疫所に着任したことが

明らかになった。

（中村澄夫：野口英世の横浜海港検疫所赴任の時期を特定―“ペスト

騒動”の前日だった― 日本医史学雑誌 2006; 52(3): 465–467）

また、これを補強する2件の史料が中村氏によって発見されている。

（中村澄夫：野口英世の横浜海港検疫所赴任の時期にについて 第

112回日本医史学会総会 2011；一般演題 6: 129）

伝染病研究所に勤務していた野口英世は、明治32年6月16日に横浜海港検疫所（長浜検疫所）
に転勤の辞令を受け、同年6月21日に赴任・・・ 赴任の日に野口英世が恩師小林栄に宛てた手紙から

横浜海港検疫所（長浜検疫所）に赴任の日に野口英世が恩師小林栄に宛てた手紙
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